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５月 22日 合同WG配付資料（合同Ｗ９－１－２）における訂正対象箇所の一覧 
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２．敷地内の観測記録に基づく検討
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３．敷地周辺の観測記録に基づく検討
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３．敷地周辺の観測記録に基づく検討
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３．敷地周辺の観測記録に基づく検討
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４．震源インバージョンに基づく検討

観測記録に基づく検討から，解放基盤表面の地震動は，耐専スペクト

ル（Noda et al（2002）による応答スペクトル）より大きいことが

分かったので，震源特性の影響を震源インバージョンに基づき検討する

①敷地内および震源域周辺の強震動記録を用いて震源インバージョン

　手法を適用し，中越沖地震の震源を推定する

②推定された震源に基づき，観測された地震動を再現するための

　特性化震源モデルを構築する

③経験的グリーン関数法により原子炉建屋基礎版およびサービスホール

　地中最深部の地震動シミュレーションを実施し，観測記録の再現性を

　検証する

検討内容
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●経験的グリーン関数

●解析に用いた観測点

●目的関数

本震

余震

柏崎サイト

解析に用いた観測点の分布

●解析手法

2007年7月16日21:08　Ｍ4.4の余震

○柏崎サイト：２地点
（１号機と５号機の基礎版上）
○K-NET：10地点、KiＫ-net：４地点
○JMA、F-net：各１地点

○解析周波数帯域0.1～２Hz
○変位波形

経験的グリーン関数法を用いた
震源インバージョン

４．震源インバージョンに基づく検討

震源インバージョンの条件
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本震

モーメント分布の地図上投影

（×1016Ｎm/km2）

北南

４．震源インバージョンに基づく検討

柏崎サイト

推定された地震モーメント分布
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観測波形

計算波形

４．震源インバージョンに基づく検討

計算値は観測記録と

よく対応している

推定された地震モーメント分布に基づく変位波形と観測記録の比較
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震源インバージョン結果から特性化震源モデルを構築
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４．震源インバージョンに基づく検討

入倉モデル
釜江モデル
芝モデル
能登半島地震(釜江)
新潟県中越地震(釜江)

※壇・他（2001）に加筆
地震モーメント（地震の規模）

弊社検討モデル

短
周
期
レ
ベ
ル
（
地
震
動
の
大
き
さ
）

平均的な地震動の
おおよそ1.5倍程度

断層モデルに基づく中越沖地震の短周期レベル

平均的な地震と比較して

短周期レベルが大きい
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●サービスホール（GL-250m）のシミュレーション結果

（EW成分） 観測波形

計算波形

加速度（cm/s2） 速度（cm/s） 変位（cm）

（NS成分）

４．震源インバージョンに基づく検討

※解析周波数は0.1-10Hz

特性化した震源モデルを用いた強振動予測①
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●サービスホール（GL-250m）のシミュレーション結果

４．震源インバージョンに基づく検討

特性化した震源モデルを用いた強振動予測②
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●１号機（基礎版上）のシミュレーション結果
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観測

計算

●１号機（基礎版上）のシミュレーション結果

４．震源インバージョンに基づく検討
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計算

特性化した震源モデルを用いた強振動予測④
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●５号機（基礎版上）のシミュレーション結果
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（NS成分） （EW成分）

●５号機（基礎版上）のシミュレーション結果

４．震源インバージョンに基づく検討
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特性化した震源モデルを用いた強振動予測⑥
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４．震源インバージョンに基づく検討（まとめ）

まとめ

特性化した震源モデルの応力降下量は，平均的地震に比べて

　大きい

特性化した震源モデルにおける強振動予測は，おおむね観測記録

と対応している
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地震基盤からの地盤増幅特性①

地盤モデル底部から入力した地震波がモデル上端に到達したときの増幅率

第３アスペリティから入射する地震動の地盤増幅特性
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２倍程度
1.5倍程度
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比
（
伝
達
関
数
）

1号機地点　　　　　サービスホール　　　　　5号機地点

（入射角：15°、方位角：45°）

２．敷地下にある褶曲構造を考慮した２次元不整形モデルによる解析検討
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